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巣穴営巣性海鳥類コシジロウミツバメの巣箱の形状とその利用率
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はじめに

コシジロウミツバメOCCα"0伽加αﾉe"CO戒0αは巣穴営巣性のミズナギドリ目に属する海鳥

で、特に抱卵期において，調査を行なうことが繁殖の撹乱につながりやすい（Boersmaetal

l980)．しかし，繁殖生態を調べるためには，巣穴をくり返し観察する必要があり，繁殖の

撹乱をさけるための対策が必要である．このような撹乱をさけるために，巣箱を利用するこ

とが有効であると指摘されていることや（Torokgraﾉ.1994)，巣箱を利用させることで野外に

おいて抱卵期の親鳥やヒナのエネルギー消費敬を計測することも可能になるので（Bolton

l996)，われわれはコシジロウミツバメの繁殖生態の調査のために巣箱を使用した．本報で

は，その巣箱の形状と利用率について報告する．

巣箱の形状および調査地

われわれは繁殖生態を調査するための巣箱（タイプ１）と抱卵中のエネルギー消費牡を測

定するための巣箱（タイプ２）の２種類をもちいた．両タイプの巣箱の抱卵・育雛室の大き

さは同じで，３５×25×15cｍ（縦×横×深さ）であった（図１，２）．これらの抱卵・育雛室

は，ポリプロピレン性の道具箱を利用したもので，１つ300円程度で市販されているものであ

る．巣箱抱卵・育雛室には，直径８ｃｍ，長さ約100ｃｍの入り口用トンネルを付けた．そし

て，トンネルの中程をほぼ直角に折り，入り口から抱卵している親鳥が直接見ることができ

ないようにした（図１）．入り口川トンネルは，100ｃｍあたり500円程度で市販されている

塩化ビニルの排水管をもちいた．

繁殖生態を調べるうえで，できるだけ自然巣穴と同じ状態にするため，タイプ１の巣箱は

底を取り除いた．また，繁殖のパラメーターを記録し易くするため，蓋は簡単に開けること

ができるようにした．

開放系で酸素消費量を測定するときには，一･定の流城で空気を抱卵・育雛室内に送り，抱

卵・育雛室内で消費した酸素濃度測定しなければならないため，タイプ２の巣箱は，巣箱の

底と蓋やそれらの間の隙間から，鳥の呼気が漏れないように密封した．

これらの巣箱は北海道東方の大黒島（４２．５２，Ｎ,144.52,Ｅ）に設侭した．大黒島には、コ

シジロウミツバメが約60万つがい繁殖しており（新妻1995)，これまで繁殖生態などが研究

1997年１１月１５日受理

キーワード：コシジロウミツバメ、巣箱

☆現所属:北海道大学農学部応用動物学教室．〒060札幌市北区北９西９



凸

ふ た

１５ｃｍ
０ｃｍ

r

評

８ｃｍ

ｉｘｌｌ・コシジロウミツバメにもちいた巣箱の概略卿．抱卵・育雛室の底の部分を取り除き上を露出さ

せたもの（タイプｌ），そのままにしたもの（タイプ２）の２種瓶をもちいた．

Fig.１．ArliIicialnestboxIbrLeach，sStorm-pe(rels．
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されてきた（綿員1985,Watanukil986)．コシジロウミツバメは腸全体に巣穴を伽ってお

り，特に緩やかな斜面の草地において巣穴密度がI(､5い（III部ほか1972)．

巣箱タイプ１は1995年の５１１初旬に，緩やかな斜|、の111虻地に,没徹した．その時，コシジ

ロウミツバメは営巣を始めていたが，どの個体も産卵はしていなかった．また，巣輔タイプ

2は1994年の11川'ｲ1Jに，ぶな斜面のI‘１１１:地にjlMめた．このとき，コシジロウミツバメは、繁

殖を終えていた．
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結果および考察

コシジロウミツバメが巣輔を利川したかどうかは，多くの烏が旅卵を終ｒした1995年６Il

LlIｲﾘに確認した．巣輔タイプ１には１５柳'１１３番が，タイプ２には１５箱''１８番が．全体で

図２．巣輔の設慨状況．

Fig.２．TheartilicialnestboxsetupatDaik()kulsland
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21巣箱（70％）がコシジロウミツバメによって利用された．これは，自然巣穴利用率68％

とほぼ同じ値である（新妻1995)．

自然巣穴利用率と全体の巣箱利用率がほぼ同じ値であったことから，今回われわれが設置

した巣箱はコシジロウミツバメ繁殖鳥によって，比較的容易に受け入れられたと考えられる．

このことは，コシジロウミツバメが造巣をはじめていた後に巣箱タイプ１を設置したにもかか

わらず，８７％と高い率で利用されたことからも支持されるだろう．したがって，これらの巣

箱をもちいることによって，調査者による過度な繁殖地や繁殖烏への撹乱なしで繁殖生態を

調べることも，また，野外で抱卵鳥のエネルギー消費強も実測することが可能である．

巣箱タイプ２は酸素消費鼓を測定することから，電気が必要なため，電気の供給源から離

れていないところに設置する必要があった．そのため，自然下では営巣密度の低いところに，

巣箱タイプ２を設置した．一方，巣箱タイプ１は繁殖生態を調べることから，草本で覆われ

た緩やかな斜面の営巣密度の高いところに設置した．また，設置時のコシジロウミツバメの

繁殖ステージも異なっているので，これら両タイプの巣箱の利用率には差があるようである

が，どちらのタイプの巣箱が選好されているのかは今回の調査からは判断できなかった．調

査の目的に応じて巣箱タイプや設置場所，設置時期を考慮することが重要であろう．
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WeusedtwotypesofartiiicialnestboxesfbrLeach'sStoml-petrelsO“α"0.””αｊ”CO戒0a

tomonitorbreedingperfbrmance(typel)andtomeasuretheenelgyexpenditureofincubating

parentsinthewild(type2)．NestboxeswereusedatDaikokuisland(42.52,Ｎ,144。５２，Ｅ)，

Hokkaido,northemJapanl5nestboxesoftypelwereburiedinagentleslopecoveredwith

densegmssinearlyMay,１９９５ａｎｄｌ５ｎｅｓｔｂｏｘｅｓｏｆｔｙｐｅ２ｉｎａｓｔｅｅｐｓlopecoveredwithdense

gmssinearlyNovember,1994.Ofthese30nestboxes21nestboxes(70%),includingl3oftype

land8oftype2,wereusedbythepetrels,allofwhichcontainedeggs．'Iheoccupancyrateof

thenestboxeswassimilartothatofnaturalnestburrows(68％,Niizumal995)．
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